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主な内容　p2-3マイナンバーが始まります、p4動物愛護、p5-9ト
ピックス、p16-17市内のできごと（江戸崎祇園祭など）、p24地域
おこし通信、ほか

表紙　はっけよ〜い、のこった！
あらら、どこいくのー。（カブトム
シ相撲での1コマ）
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10 月から、国民の皆さま一人ひとりに
12 桁のマイナンバー（個人番号）が通知されます。

●住民票の住所に通知カードが送付されます。やむを得ない理由により住所地以外への送付を希望
する場合は、９月 25日までに市民課へ連絡ください。
●通知カードを受け取られた方は、同封された申請書を郵送すること等により、桜川庁舎は市民課、
江戸崎・新利根・東庁舎は地区窓口で「個人番号カード」の交付を受けることができます。

（通知は地方公共団体情報システム機構より届きます。）

平成 27 年 10 月 平成 27 年 10 月～ 平成 28 年１月～

申請
・

交付

同封されている個人番号カード交付申請書に、顔写
真を貼り付け、返信用封筒に入れて、ポストに投函。

平成 27年 10月以降、住民票の住所に、マイナン
バーの通知カードが、簡易書留郵便で届きます。

本人確認の上、暗証番号を設定していただき、個
人番号カードが交付されます。

平成28年１月以降、個人番号カードの交付準備が
整うと、はがきで交付通知書が送られてきますので、
運転免許証などの本人確認書類、通知カードをあわせ
てお持ちになり、各庁舎担当窓口へお越しください。

マイナンバーの付番 マイナンバーの通知とともに、
「個人番号カード交付申請書」
が簡易書留郵便で届きます。

稲敷市から、交付準備ができ
た旨の通知書を送付します。
各庁舎担当窓口へ来庁いただ
き、本人確認の上、交付します。

申請書の氏名・住所等を確認の上、
写真添付、署名または捺印をいただ
き、返信いただくだけで申請完了。

交付の案内が届いたら指定の庁舎で
手続を済ませてください。

交付は無料！個人番号カードの申請方法

こんなに便利な個人番号カード

※イラストはイメージです

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

個人番号カード
交付申請書

稲敷花子

〒○○-○○
茨城県稲敷市○○xx 番地

稲敷いなのすけ 様

〒○○-○○

茨城県稲敷市○○xx 番地

通知カード

稲敷いなのすけ

印

□署名用電子証明書

□利用者証明用電子証明書

平成ｘｘ年
○月△日

個人番号カード

交付通知書

通知カード

稲敷いなのすけ

（表面） （裏面）

ステップ

ステップ

ステップ

ステップ

2

1

1

2

3

4

5

4
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個人番号を証明する書類として

本人確認の際の身分証明書として

様々なサービスがこれ１枚で

各種行政手続きのオンライン申請に

各種民間のオンライン取引に

マイナンバーの提示が必要な様々な場面で、
マイナンバーを証明する書類として利用でき
ます。

マイナンバーの提示と本人確認が同時に必要
な場面では、これ１枚で済む唯一のカードで
す。

国・県・稲敷市などが提供する様々なサービス
毎に必要だった複数のカードが個人番号カード
と一体化できます。

平成 29年１月から開始されるマイポータル
へのログインをはじめ、各種の行政手続のオ
ンライン申請に利用できます。

オンラインバンキングをはじめ、各種の民間
のオンライン取引に利用できるようになる予
定です。

マイナンバーは一生使うものです。
大切にしてください。

＜マイナンバーコールセンター（内閣官房）＞

0570-20-0178（全国共通ナビダイヤル）
平日午前９時 30分～午後５時 30分（土日祝日・年末年始を除く）
※ナビダイヤルは通話料がかかります。
※一部 IP電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合は 050-3816-9405 におかけください。
外国語対応：0570-20-0291（英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語）

〒 300-0692　茨城県稲敷市須賀津 208番地（桜川庁舎）
TEL. ０２９-８９２-２０００（代表）

稲敷市役所 市民課

問
い
合
わ
せ
先

各機関で作業のムダ
が削減され、手続が
スムーズに！



トピックストピックス
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国
の
予
算
配
分
に
よ
り
、
実
施
で

き
る
事
業
量
が
決
定
さ
れ
る
た
め
、

ご
提
出
い
た
だ
い
た
要
望
ど
お
り

に
実
施
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

【
事
業
の
対
象
と
な
る
要
件
】

○
現
況
地
目
が
田
、
ま
た
は
畑
と

な
っ
て
い
る
市
内
農
業
振
興
地
域

農
用
地
区
域
内
の
農
地
で
あ
る
こ

と○
事
業
実
施
後
８
年
間
は
転
用
し

な
い
こ
と
を
確
定
で
き
る
農
地
で

あ
る
こ
と
（
８
年
以
内
に
転
用
し

た
場
合
に
は
、
転
用
し
た
面
積
分

の
補
助
金
を
返
還
し
て
い
た
だ
き

ま
す
）

○
補
助
金
の
交
付
は
工
事
完
了
後

の
精
算
払
い
と
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
額
は
国
の
予
算
配
分
に

よ
り
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
農
政
課
（
東
庁
舎
）　

☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
５
２
０
９
）

農
地
の
区
画
拡
大
・
暗
渠
排
水
設
置
な
ど

　
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

国
で
は
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

を
目
的
と
し
、
農
地
の
区
画
拡
大

お
よ
び
暗
渠
排
水
管
設
置
な
ど
の

簡
易
な
二
次
的
整
備
を
行
う
農
業

者
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
す

る
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

　
平
成
28
年
度
に
事
業
実
施
を
希

望
さ
れ
る
方
を
把
握
す
る
た
め
、

要
望
量
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

事
業
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
希

望
さ
れ
る
方
は
要
望
量
調
査
書
を

ご
提
出
く
だ
さ
い
。調
査
書
は
各

庁
舎
窓
口
（
東
庁
舎
は
農
政
課
）

に
あ
り
ま
す
。ま
た
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

●
提
出
期
限
：
９
月
30
日（
水
）

●
提
出
先
：
稲
敷
市
農
政
課

●
提
出
方
法
：
申
請
内
容
に
つ
い

て
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
の
で
直

接
農
政
課
へ
持
参
く
だ
さ
い
。Ｆ

Ａ
Ｘ
・
郵
送
は
不
可
。

※
今
回
の
調
査
は
事
業
要
望
量
を

把
握
し
、
国
へ
補
助
金
の
予
算
を

要
求
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

補助事業 事業内容 補助金基本額 集約化加算後（※）

田の区画拡大
（水路の変更を伴わないもの） 畦畔除去、均平作業等による区画拡大 10万円以内／ 10a 12万円以内／ 10a

田の区画拡大
（水路の変更を伴うもの）

水路の変更（管水路化等）を伴って行う
畦畔除去、均平作業等による区画拡大 20万円以内／ 10a 24万円以内／ 10a

畑の区画拡大
（水路の変更を伴わないもの） 畦畔除去、均平作業等による区画拡大 10万円以内／ 10a 12万円以内／ 10a

畑の区画拡大
（水路の変更を伴うもの）

水路の変更（管水路化等）を伴って行う
畦畔除去、勾配修正等による区画拡大 20万円以内／ 10a 24万円以内／ 10a

暗渠排水 吸水管（本暗渠管）の間隔が10m 以下
の暗渠排水の新設 15万円以内／ 10a 18万円以内／ 10a

湧水処理 スポット的に湧水処理が必要なほ場に、
1本の暗渠整備を行うもの 15万円以内／ 100m 18万円以内／ 100m

末端畑地かんがい施設
（樹園地以外）

末端畑地かんがい施設の新設、廃止ま
たは変更 20万円以内／ 10a 24万円以内／ 10a

末端畑地かんがい施設
（樹園地）

末端畑地かんがい施設の新設、廃止ま
たは変更 30万円以内／ 10a 36万円以内／ 10a

客土 耕土深15cm 以下の農用地を対象に、
層暑10cm 以上の客土 10万円以内／ 10a 12万円以内／ 10a

除礫 30mm 以上の石礫を5％以上含む農用
地を対象に、深度30cm 以上の除礫 20万円以内／ 10a 24万円以内／ 10a

【事業の主な内容】

※人・農地プランに登録、かつ1ha 以上のまとまりを有する申請地は助成単価が2割加算されます。
※ 補助金額は上表の補助金単価を上限とし、超えた分については自己負担となり、下回った場合には、実際工事にか
かった金額で実費精算となります。

動
物
を
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
う
と
、

ま
る
で
家
族
の
よ
う
な
存
在
で

あ
っ
た
り
、
ま
た
、
盲
導
犬
の
よ
う
に

生
活
の
手
助
け
を
し
た
り
、
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
動
物
は
怖
い
、
苦
手

と
い
う
方
も
い
ま
す
。特
に
、
糞
尿
被

害
に
よ
る
不
快
感
、
う
ろ
つ
き
な
ど
に

よ
る
恐
怖
感
を
覚
え
る
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。動
物
が
原
因
と

NO! えさやり
のら猫に一度餌をあたえると、その
場所に住みついて大繁殖し、ご近所
に多大な迷惑をかけてしまいます。
責任を持って飼えないのであれば、
かわいそうでも絶対に餌をあたえな
いでください。

NO! 放置うんち
道路や公園はトイレではありません。
犬を散歩に連れて行くときはビニー
ル袋を持っていき、フンを必ず持帰
り始末してください。おしっこも人
家の玄関先などでさせないようにす
るのは当然のマナーです。

NO! 犬の放し飼い
県の条例により、犬の放し飼いは禁
止されています。夜間、早朝などに
犬を放すこともいけません。飼い主
の知らない間に、よそでいたずらを
したり人に危害を加えているかもし
れません。また、散歩のときも、きち
んと引き綱を付けてください。

NO! 猫の屋外飼育
県の条例により、猫の所有者は屋内
での飼育に努めなければなりません。
放し飼いにより、近所の庭を汚した
り、自由な交配により、野良猫を増
やすことになります。このようなト
ラブルを避けるために、猫を屋内で
飼育しましょう。

動 物
愛 護
Love for animals

猫
を
10
年
近
く
産
み
続
け
ま
す
。１
頭

が
一
生
涯
に
産
む
頭
数
は
80
頭
に
も
な

り
ま
す
。ま
た
、生
ま
れ
た
子
犬
・
子
猫

は
約
１
年
で
妊
娠
可
能
と
な
り
、
ほ
お

っ
て
お
く
と
ね
ず
み
算
式
に
増
え
て
し

ま
い
ま
す
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

不
妊
・
去
勢
手
術
の
処
置
を
と
る
の
も

ひ
と
つ
の
手
段
で
す
。

絶
対
に
捨
て
な
い
で
…

犬
や
猫
を
捨
て
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。捨
て
ら
れ
た
犬
や
猫

が
生
き
残
れ
る
確
率
は
低
く
、
生
き
残

っ
て
も
そ
の
多
く
は
野
犬
や
野
良
猫
に

な
っ
て
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
る
存
在
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
誰
か
が
拾
っ

て
く
れ
る
か
も
」
な
ど
と
い
う
の
は
甘

い
考
え
で
す
。途
中
で
飼
え
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
ま

し
ょ
う
。

茨城県は犬・猫の
殺処分数ワースト１

あなたの犬・猫が
ご近所に好かれるために！

な
る
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
犬
や
猫
と
い
っ
た
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ

と
は
、
動
物
の
命
を
預
か
る
こ
と
で
あ

り
、大
き
な
責
任
を
伴
う
こ
と
で
す
。

年
間
約
４
７
０
０
匹
の
命
が
…

茨
城
県
が
犬
猫
の
殺
処
分
数
全
国
ワ
ー

ス
ト
１
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。県
で
は
年
間
で
約
４
７
０
０
匹

の
犬
猫
が
殺
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。飼

い
主
と
し
て
の
責
任
を
十
分
に
自
覚
し
、

最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
正
し
い
飼
い

方
を
し
ま
し
ょ
う
。

繁
殖
制
限
し
て
い
ま
す
か
？

産
ま
れ
た
小
犬
や
子
猫
を
き
ち
ん
と
全

部
飼
う
こ
と
は
一
般
の
家
庭
で
は
と
て

も
難
し
い
こ
と
で
す
。

　
犬
は
年
に
１
〜
２
回
、
猫
は
２
〜
３

回
、
１
回
あ
た
り
約
４
頭
の
子
犬
・
子

「動物愛護週間」
動物愛護管理法では、国民の
間に広く動物の愛護と適正な
飼養についての理解と関心を
深めていただくため、9 月
20日から26日を動物愛護週
間と定めています。
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児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
募
集

　
子
ど
も
が
好
き
な
方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
昼
間
就
労
や

疾
病
な
ど
で
学
校
か
ら
帰
っ
て

も
、
家
族
が
い
な
い
ご
家
庭
の

小
学
生
を
、
放
課
後
や
長
期
の

休
業
期
間
に
お
預
か
り
し
、
生

活
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
人
数
：
２
名
（
支
援
員

ま
た
は
補
助
）

▽
対
象
：
お
お
む
ね
55
歳
ま
で

の
方

▽
申
込
方
法
：
９
月
18
日（
金
）

ま
で
に
子
ど
も
家
庭
課
へ
非
常

勤
職
員
等
履
歴
書
（
子
ど
も
家

庭
課
に
あ
り
）を
提
出

※
勤
務
に
つ
い
て
の
諸
条
件
・

報
酬
や
必
要
資
格
等
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先　

稲
敷
市
子
ど
も
家
庭
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
４
０

４
）

め
ざ
そ
う 

住
み
よ
い 

ま
ち
づ
く
り

　
行
政
相
談
週
間
10
月
19
日
〜
25
日

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
対
象
の
方
は
お
忘
れ
な
く
申
請
を

高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

下
水
道
へ
の
接
続
を

　
み
ん
な
で
つ
な
い
で
、地
域
を
き
れ
い
に

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
困
り

事
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。そ

ん
な
時
に
は
、
行
政
相
談
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。当
市
で

は
2
名
の
行
政
相
談
委
員
が
活

動
し
て
お
り
、
毎
月
行
政
相
談

所
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。ご

相
談
は
、無
料・秘
密
厳
守
で
す
。

【
市
の
相
談
委
員
】

○
池
田
信
正

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
に
申

請
書
を
８
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

○
申
請
期
間
：
９
月
１
日
（
火
）

〜
11
月
30
日（
水
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利
根
庁

悪
質
な
電
話
勧
誘・訪
問
販
売・

ニ
セ
電
話
詐
欺
の
被
害
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。特
に
高
齢
者
の

被
害
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
ニ
セ
電
話
詐
欺
に
は
、
従
来

の
息
子
を
名
乗
っ
て
騙
す
と
い

う
も
の
や
還
付
金
詐
欺
、
投
資

詐
欺
、
名
義
貸
し
な
ど
様
々
な

手
口
が
あ
り
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
の
場
合
、
被
害

に
遭
っ
て
い
る
こ
と
を
周
囲
も

気
付
き
に
く
く
、
わ
か
っ
た
と

き
に
は
手
後
れ
と
い
う
こ
と
が

多
々
あ
り
、
家
族
内
で
揉
め
事

に
発
展
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
の
茨
城
県
内
で
の
被
害

件
数
は
３
０
０
件
、
被
害
額
は

約
14
億
３
１
０
０
万
円
。今
年

は
５
月
末
で
１
５
５
件
、
約
５

億
６
０
０
万
円
。稲
敷
署
管
内

で
は
５
月
末
ま
で
に
６
件
発
生

し
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
被

害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

｢

何
で
騙
さ
れ
る
の
、
騙
さ

れ
る
ほ
う
に
も
問
題
が
あ
る
の

で
は
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

下
水
道
は
、
皆
さ
ん
が
接
続
し
て

大
き
な
効
果
に
つ
な
が
る
も
の
で

す
。

　
も
し
、
使
用
済
み
の
て
ん
ぷ
ら

油
カ
ッ
プ
1
杯
（
２
０
０
ml
）
を

そ
の
ま
ま
流
し
た
場
合
、
魚
が
住

め
る
程
度
の
水
質
に
す
る
に
は
、

な
ん
と
２
０
０
杯
分
も
の
水
道
水

が
必
要
と
な
り
ま
す
。宅
内
排
水

管
の
詰
ま
り
の
原
因
に
も
な
り
自

己
管
理
・
自
己
責
任
に
よ
り
対
応

と
な
り
ま
す
。

　
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
衛
生

【
特
設
相
談
所
】

▽
日
時
：
10
月
19
日
（
月
）
午

後
２
時
〜
４
時

▽
場
所
：
江
戸
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
パ
ン
プ
２
階　
ま

ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

【
合
同
相
談
所
】

広
報
紙
13
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
各

地
区
で
心
配
ご
と
相
談
等
と
合

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０

０
０（
内
線
３
２
１
２
）

【
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
】

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、「
児

童
手
当
現
況
届
」
を
兼
ね
た
申
請

書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。（
公
務

自
分
を
含
め
誰
も
が
被
害
に
あ

う
可
能
性
が
あ
る
い
う
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。　

　
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
の
方
の

被
害
防
止
に
は
、
地
域
で
の
見

守
り
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。気
に
掛
か
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
警
察
署
や
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し

に
な
る
方
は
、
な
る
べ
く
事
前

に
お
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

•

稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９

９
︲
７
８
︲
３
１
１
５

•

相
談
日
：
月
・
水
・
木
・
金

曜
日（
祝
日
を
除
く
）

•

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：

☎
１
８
８

的
な
生
活
を
す
る
た
め
に
も
下
水

道
は
必
要
で
あ
り
、
接
続
は
私
た

ち
の
義
務
で
も
あ
り
ま
す
。

　
す
で
に
下
水
道
が
使
え
る
区
域

の
ご
家
庭
で
、
ま
だ
接
続
が
済
ん

で
い
な
い
場
合
は
、
早
急
に
接
続

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
下
水
道
課　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
２
９

７
３
）

員
を
除
く
）

○
申
請
期
限
：
11
月
30
日（
水
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
子
ど
も
家
庭
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
４
０

２
）

平
成
27
年
度
男
女
共
同
参
画
講
座

　
ひ
と
り
ひ
と
り
の
豊
か
な
人
生

男
女
が
お
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
あ
い
、
支
え
あ
い

な
が
ら
自
立
す
る
社
会
、

さ
ら
に
誰
も
が
「
自
分
ら

し
く
」
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
社
会
の
形
成
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
上
記
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
募
集
人
員
：
各
講
座
と

も
20
名（
先
着
順
）

■ 
問
合
せ
・
申
込
先

稲
敷
市
市
民
協
働
課
（
桜

川
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
４
１
０
３
）

※
10
月
25
日
（
日
）
講
座

時
持
参
す
る
も
の

・
浴
用
タ
オ
ル	

１
枚

・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル	

１
枚

回 日時 内容 講師 会場 申込締切

１
10月25日（日）
午後1時30分

〜3時
災害時高齢者支援講習※ 日本赤十字社

茨城県支部職員 ふれあいセンター 10月9日（金）

２
11月14日（土）

午後2時〜
3時30分

県女性プラザ主催講演会
「女性が輝く社会を作る
ために〜フランスの男女

平等から学ぶ〜」

ドラ・トーザン
（国際ジャーナリスト）

県南生涯学習センター
（公用バス使用） 10月16日（金）

３
12月6日（日）
午後1時30分
〜3時30分

家庭で役立つ介護術 市内介護施設職員 ふれあいセンター 11月20日（金）

同
で
開
設
し
て
い
ま
す

【
相
談
の
対
象
】

道
路
・
河
川
、医
療
保
険
・
年
金
、

戸
籍
な
ど
行
政
の
仕
事
に
関
す

る
こ
と
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど

■ 

問
合
せ
先

•

行
政
苦
情
１
１
０
番（
相
談

専
用
電
話
）　

☎
０
５
７
０
︲

０
９
０
︲
１
１
０

•

稲
敷
市
総
務
課（
江
戸
崎
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
２
２
０
４
）

○
飯
塚
き
よ
子

※
相
談
は
、
地
区
を
超
え

て
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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屋
外
広
告
物
の
表
示
に
は
許
可
が
必
要

　
〜
ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
た
め
に
〜

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

就
学
時
健
康
診
断

　
来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
へ

あ
い
ア
イ
東
が
変
わ
り
ま
す

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

街
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
「
屋
外
広
告
物
（
常
時
ま

た
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
屋

外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
広
告

物
の
こ
と
で
、看
板
、立
看
板
、

は
り
紙
、
は
り
札
の
ほ
か
、
広

告
板
、
建
物
な
ど
に
掲
出
さ
れ

た
も
の
な
ど
）」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
屋
外
広
告
物
を
表
示

す
る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
市

町
村
長
の
許
可
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
良
好
な
景
観
の
た
め
に
、
屋

外
広
告
物
を
表
示
す
る
と
き
は

許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。屋
外

広
告
物
に
つ
い
て
は
、「
ま
ち

の
良
好
な
景
観
の
形
成
」と「
公

衆
に
対
す
る
危
害
の
防
止
」
の

点
か
ら
、
表
示
場
所
や
大
き
さ

な
ど
を
規
制
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
規
制
の
例
】

（
１
）自
己
の
店
舗
等
か
ら
離
れ

た
場
所
に
表
示
す
る
場
合
な
ど

　
道
路
の
敷
地
境
界
か
ら
一
定

の
範
囲
の
区
域
、
信
号
機
の
付

近
な
ど
の
「
禁
止
地
域
」
お
よ

「
認
知
症
」
は
誰
に
で
も
起
こ

り
う
る
脳
の
病
気
で
す
。当
セ

ン
タ
ー
で
は
、
認
知
症
の
人
と

そ
の
家
族
を
支
え
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
は
認
知
症
を
知
る
月
間

で
す
。こ
の
機
会
に
認
知
症
に
つ

い
て
学
び
、私
た
ち
に
何
が
で
き

る
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受

講
し
た
方
に
は
、サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
の
印
で
あ
る「
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
」が
贈
ら
れ
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度

の
小
学
校
入
学
児
を
対
象
に
就

学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
の
家
庭
に
は
、
実
施
日

の
20
日
前
ご
ろ
ま
で
に
通
知
を

送
り
ま
す
の
で
、
該
当
の
小
学

校
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
外
へ
転
出
予
定
の

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
該
当
者
：
来
年
度
小
学
校
に

入
学
す
る
お
子
さ
ん
（
平
成
21

年
４
月
２
日
〜
平
成
22
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
教
育
学
務
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
５
０
０
）

あ
い
ア
イ
東
の
開
催
場
所
と
内

容
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
東
保
健
セ
ン
タ
ー
が
利
用
で

き
な
く
な
る
た
め
、
９
月
か
ら

は
「
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
」
で
開
催
し
ま
す
。お
間
違

え
の
な
い
よ
う
、
ご
利
用
く
だ

び
道
路
標
識
、電
柱
な
ど
の「
禁

止
物
件
」
に
は
、
原
則
と
し
て

広
告
物
を
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

（
２
）自
己
の
店
舗
等
に
、
店
名
、

取
扱
商
品
名
な
ど
を
表
示
す
る

場
合（
自
家
広
告
物
）

　
次
の
場
合
は
、
禁
止
地
域
で

も
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
広
告
物
の
合
計
面
積
が
５
㎡

以
下
で
、
許
可
基
準
に
適
合
す

る
場
合

・
広
告
物
の
合
計
面
積
が
１
０

０
㎡
以
下
（
第
１
種
禁
止
地
域

に
あ
っ
て
は
、
合
計
面
積
が
建

築
物
の
規
模
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
た
面
積
以
下
で
、
１
つ
の
広

告
物
の
面
積
が
15
㎡
以
下
）
で
、

許
可
基
準
に
適
合
し
、
市
町
村

長
の
許
可
を
受
け
た
場
合

　
屋
外
広
告
物
は
、
種
類
ご
と

に
許
可
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。許
可
期
間
の
満
了
後
も

引
き
続
き
表
示
す
る
た
め
に
は
、

更
新
許
可
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。許
可
期
間
が
切
れ
た
屋
外

広
告
物
は
、
違
反
広
告
物
と
し

●
日
時
：
９
月
26
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所
：
江
戸
崎
福
祉
セ
ン
タ

ー●
対
象
者
：
稲
敷
市
民
と
市
内

に
住
む
高
齢
者
を
介
護
す
る
家

族【
定
員
30
名
】

●
受
付
期
間
：
９
月
18
日（
金
）

ま
で（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー　
☎
０
２
９
︲
８
３
４
︲
５

３
５
３

さ
い
。

▽
開
始
日
：
９
月
11
日（
金
）

▽
開
催
時
間
：
午
前
10
時
〜
正

午
、午
後
１
時
〜
午
後
３
時

※
正
午
〜
午
後
１
時
は
お
休
み

▽
開
催
場
所
：
あ
ず
ま
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー

前
９
時
か
ら

▽
場
所
：
江
戸
崎
福
祉
セ
ン
タ

ー▽
内
容
：
小
論
文・適
性
検
査・

面
接
試
験

●
採
用
日

平
成
28
年
４
月
１
日

●
勤
務
条
件

▽
勤
務
時
間
：
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

▽
休
日
・
休
暇
：
土
曜
、日
曜
、

年
末
年
始
、年
次
有
給
休
暇
等

●
そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
社
協
だ
よ

り
10
月
号
（
９
月
25
日
発
行
）

お
よ
び
稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■ 

問
合
せ

稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
５
７
１
１

市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
採
用
試
験

　

平
成
28
年
4
月
1
日
採
用

●
募
集
職
種
お
よ
び
人
数

・
介
護
職　
若
干
名

・
看
護
師　
１
名

【
申
込
手
続
】

①
募
集
期
間
：
10
月
19
日（
月
）

〜
11
月
６
日（
金
）

②
提
出
書
類
：
職
員
採
用
試
験

申
込
書
（
社
会
福
祉
協
議
会
窓

口
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）、

自
動
車
運
転
免
許
証
（
写
）
お

よ
び
各
種
資
格
者
証（
写
）

●
試
験
の
日
時
・
場
所
な
ど

▽
日
時
：
11
月
29
日
（
日
）
午

て
除
却
命
令
の
対
象
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
７
０
０
）

江戸崎小学校　　10月6日（火） 浮島小学校　　　 10月30日（金）
君賀小学校　　　10月27日（火） 古渡小学校　　　 10月21日（水）
沼里小学校　　　10月2日（金） あずま南小学校　 10月5日（月）
鳩崎小学校　　　10月23日（金） あずま東小学校　 10月16日（金）
高田小学校　　　10月26日（月） あずま北小学校　 10月14日（水）
新利根小学校　　10月13日（火） あずま西小学校　 10月19日（月）
阿波小学校　　　10月7日（水）

▽
対
象
者
：
就
園
前
の
子
と
保

護
者

▽
内
容
：
安
全
に
遊
ぶ
た
め
に
、

お
も
ち
ゃ
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。お
食
事
を

す
る
お
部
屋
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■ 

問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い
ア

イ　
☎
０
２
９
7
︲
８
７
︲
７

０
７
０

ー実施日程ー
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み
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

茨
城
県
子
育
て
人
材
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い●
茨
城
県
子
育
て
人
材
支
援
セ

ン
タ
ー
（
茨
城
県
社
会
福
祉
協

議
会
内
）　

☎
０
２
９
︲
３
０

１
︲
０
２
９
４

硬
式
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

稲
敷
市
秋
季
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。詳

細
は
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
10
月
4
日
（
日
）
午

前
９
時
開
会　
▽
種
目
：
ミ
ッ

ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
24
ペ
ア
募
集　

▽
会
場
：
桜
川
総
合
運
動
公
園

▽
参
加
資
格
：
オ
ー
プ
ン
（
昨

年
度
優
勝
ペ
ア
は
参
加
不
可
）

▽
参
加
料
：
１
ペ
ア
２
０
０
０

円　
▽
試
合
方
法
：
予
選
リ
ー

グ
戦
後
の
上
位
・
下
位
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦　

▽
申
込
開
始
：

〈
市
内
の
方
〉9
月
1
日（
火
）、

〈
市
外
の
方
〉９
月
８
日（
火
）

●
稲
敷
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟

（
長
濵
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
７
６
４
３

９
月
30
日
（
水
）　

▽
試
験
期

日
：
【
１
次
】11
月
７
日（
土
）

お
よ
び
８
日（
日
）、【
２
次
】12

月
８
日
（
火
）
か
ら
12
日
（
土
）

ま
で
の
間
の
指
定
さ
れ
た
日　

▽
特
徴
：
幹
部
自
衛
官
を
４
年

間
の
修
業
期
間
に
お
い
て
養
成

す
る
制
度
で
す
。　
▽
場
所
：

別
途
各
人
に
通
知

●
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

龍
ケ
崎
地
域
事
務
所　
☎
０
２

９
７
︲
６
４
︲
３
３
５
１

子
育
て
支
援
員
研
修

人
材
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
に
お
い
て
保
育
や
子
育
て

支
援
の
仕
事
に
関
心
を
持
ち
、

子
育
て
支
援
分
野
に
従
事
す
る

こ
と
を
希
望
す
る
方
に
対
し
、

必
要
な
知
識
や
技
能
を
習
得
す

る
た
め
の
子
育
て
支
援
員
研
修

を
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象
：
子
育
て
支
援
分
野

（
小
規
模
保
育
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
、
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
で
の
保
育
な
ど
）
に
従
事
す

る
こ
と
を
希
望
す
る
方　
▽
申

込
締
切
：
10
月
上
旬　
▽
研
修

日
程
：
10
月
下
旬
〜
平
成
28
年

３
月
ご
ろ

※
研
修
の
日
程
や
会
場
、
申
込

10
月
５
日
（
月
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
予
約
制
）　

▽
場

所
：
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店

【
相
談
内
容
】・
年
金
の
お
受
け

取
り
手
続
き
に
つ
い
て
・
年
金

受
給
に
必
要
な
資
格
期
間
や
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
な
ど

ほ
か
年
金
に
関
す
る
ご
質
問

●
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

お
気
軽
に
相
談
を

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

少
年
の
非
行
や
犯
罪
被
害
な
ど

の
問
題
に
関
し
て
、
電
話
、
面

接
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

●
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ

く
ば
（
つ
く
ば
市
高
野
１
１
９

７
︲
２
０
）　
☎
０
２
９
︲
８
４

７
︲
０
９
１
９
、メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
で
の
相
談　

keishonen@
pref.ibaraki.lg.jp

自
衛
官
募
集

防
衛
大
学
校
生

▽
受
験
種
目
：
防
衛
大
学
校
生

（
一
般
）　
▽
受
験
資
格
：
高
卒

（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
方　

▽
受
付
：
９
月
５
日
（
土
）
〜

霞
ヶ
浦
の
日

９
月
１
日

私
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い
財

産
「
霞
ヶ
浦
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。霞
ヶ
浦
の
水

を
汚
し
て
い
る
原
因
の
う
ち
、

炊
事
、
洗
濯
、
入
浴
な
ど
家
庭

か
ら
の
排
水
が
約
３
割
を
占
め

て
い
ま
す
。日
ご
ろ
か
ら
、
生

活
か
ら
出
る
排
水
に
気
を
配
る

こ
と
が
大
切
で
す
。公
共
下
水

道
へ
の
接
続
や
高
度
処
理
型
浄

化
槽
の
設
置
の
ほ
か
、
各
家
庭

で
で
き
る
工
夫
が
霞
ヶ
浦
の
水

の
汚
れ
を
軽
減
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。汚
れ
の
ひ
ど
い

食
器
は
そ
の
ま
ま
洗
わ
ず
に
、

一
度
、
紙
な
ど
で
拭
い
て
か
ら

洗
う
、
ア
ク
リ
ル
タ
ワ
シ
を
使

用
し
て
洗
剤
の
使
用
量
を
で
き

る
だ
け
減
ら
す
、
お
風
呂
の
残

り
湯
は
洗
濯
な
ど
に
有
効
に
使

う
な
ど
、
日
々
の
生
活
排
水
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
茨
城
県
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
︲
８
２
８
︲
０
９
６

１

講
演
会
開
催

小
児
慢
性
特
定
疾
患

▽
日
時
：
９
月
18
日
（
金
）
午

後
２
時
〜
午
後
４
時　

▽
場

所
：
竜
ケ
崎
保
健
所　

▽
内

容
：
（
１
）
講
演
「
白
血
病
に

つ
い
て
」（
講
師
：
小
林
千
恵

先
生
、
筑
波
大
学
医
学
医
療
系

小
児
科
）、（
２
）
交
流
会
：
講

師
の
方
を
交
え
て
、
日
頃
心
配

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
情
報

交
換
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
す
。　
▽
対
象
者
：
白
血

病
に
か
か
っ
て
い
る
児
と
そ
の

保
護
者
、
市
町
関
係
者
、
保
育

関
係
者
な
ど　
▽
申
込
方
法
：

９
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
お
電

話
に
て
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他
：
未
就
学
児
の
保
育

に
つ
い
て
は
申
込
時
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
竜
ケ
崎
保
健
所　
☎
０
２
９

７
︲
６
２
︲
２
１
７
２

常
陽
銀
行

年
金
相
談

銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
請

求
手
続
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
９
月
８
日
（
火
）
／

●
航
空
科
学
博
物
館　
☎
０
４

７
９
︲
７
８
︲
０
５
５
７

高
齢
者
・
障
害
者

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

人
に
は
み
な
人
権
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
個
人
と
し
て
人
権
を

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、
高
齢
者
な
ど
に

対
す
る
人
権
侵
害
が
発
生
し
て

お
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。高
齢
者
・
障
害

者
に
対
す
る
暴
行
・
虐
待
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ
い

て
、
電
話
で
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▽
期
間
：
９
月
７
日（
月
）・
13

日
（
日
）
ま
で
の
７
日
間　
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

（
土
・
日
は
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
ま
で
）　

▽
電
話
番
号
：

０
５
７
０
︲
０
０
３
︲
１
１
０

（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
）
▽
相
談
員
：
人
権
擁
護
委

員
、法
務
局
職
員

●
水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課　
☎
０
２
９
︲
２
２
７
︲
９

９
１
８

障
害
者
就
職
面
接
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

障
害
者
就
職
面
接
会
（
土
浦
会

場
）を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
10
月
７
日
（
水
）
午

後
１
時　
▽
場
所
：
土
浦
会
場

（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲
）　
▽

主
催
：
茨
城
労
働
局
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
土
浦
・
常
総
・
石
岡
・

龍
ケ
崎
、
茨
城
県　
※
参
加
を

希
望
す
る
事
業
主
・
障
害
者
の

方
は
、ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ケ
崎　
☎

０
２
９
７
︲
６
０
︲
２
７
２
７

定
例
会
開
催

龍
ケ
崎
地
方
家
族
会

家
族
の
中
に
精
神
障
害
の
当
事

者
を
持
つ
父
母
や
兄
弟
が
集
ま

っ
て
、
毎
月
第
１
回
「
家
族
を

支
え
る
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。「
支
え
る
会
」
は
家
族
や
親

族
だ
け
が
参
加
で
き
る
会
で
、

安
心
し
て
悩
み
を
話
し
合
い
、

多
く
の
参
考
意
見
が
聞
け
る
場

で
す
。事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
。初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
も

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
10
月
３
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
〜　
▽
場
所
：
河

内
町
中
央
公
民
館
（
河
内
町
長

竿
３
６
９
３
︲
２
）

●
龍
ケ
崎
地
方
家
族
会（
長
瀬
）

☎
０
９
０
︲
５
４
２
５
︲
２
２

３
６

技
能
な
ど
を
活
か
し
、
地
域
社

会
で
健
康
や
生
き
が
い
の
た
め

に
働
け
る
よ
う
、
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。入
会
希
望
の
方

へ
、
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
９
月
17
日
（
木
）
午

前
10
時
〜 

▽
会
場
：
稲
敷
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議

室
（
稲
敷
市
下
君
山
３
７
８
：

君
賀
小
学
校
隣
）　

▽
対
象
：

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

●
稲
敷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

３
３
２
３

お
気
軽
に
ご
相
談
を

障
害
者
差
別
相
談
室

今
年
４
月
に
「
障
害
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
共
に
歩
み
幸
せ
に

暮
ら
す
た
め
の
茨
城
県
づ
く
り

条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
に
よ
り
、
障
が
い
の

あ
る
方
が
地
域
の
一
員
と
し
て

様
々
な
地
域
活
動
に
参
加
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
や
、
障

が
い
へ
の
理
解
を
深
め
差
別
を

解
消
す
る
こ
と
、
障
が
い
の
あ

る
方
が
気
兼
ね
な
く
支
援
を
求

め
ら
れ
る
社
会
の
実
現
に
努
め

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。皆

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

い
な
の
す
け
出
場

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０

１
５
の
投
票
が
８
月
よ
り
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。今
年
は
稲

敷
い
な
の
す
け
も
出
場
し
て
い

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

投
票
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

あ
な
た
の
１
票
で
い
な
の
す
け

の
運
命
が
変
わ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

■
投
票
期
間

11
月
16
日（
月
）

※
ど
な
た
で
も
１
日
１
回
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
稲
敷
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
稲
敷
市
人
口
減
少
対
策
室
内
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
２
９
５
６
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

稲
敷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
は
、
健
康
で
、
働
く
意
欲

あ
る
高
齢
者
が
知
識
、
経
験
、

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。ま
た
、
こ
の
4

月
よ
り
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館

内
に
「
障
害
者
差
別
相
談
室
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。障
が
い

者
の
方
で
差
別
を
受
け
た
場
合

は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
障
害
者
差
別
相
談
室　
☎
０

２
９
︲
２
４
６
︲
６
０
４
９　

▽
相
談
日
時
：
月
〜
金
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
４
時（
祝
祭
日・

年
末
年
始
は
除
く
）

●
茨
城
県
保
健
福
祉
部
障
害
福

祉
課　
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲

３
３
５
７

航
空
科
学
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

■
企
画
展
示「
人
力
飛
行
機
展
〜

日
本
で
の
初
飛
行
か
ら
50
年
〜
」

▽
期
間
：
10
月
25
日（
日
）ま
で

▽
内
容
：
人
間
の
力
だ
け
で
空

を
飛
ぶ「
人
力
飛
行
機
」の
企
画

展
示
で
す
。

■「
航
空
ジ
ャ
ン
ク
市
」

▽
日
時
：
９
月
５
日（
土
）午
前

10
時
〜
午
後
５
時　
▽
費
用
：

入
館
料
の
み　
▽
内
容
：
大
変

好
評
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
で
、
普

段
あ
ま
り
お
目
に
か
か
れ
な
い

航
空
部
品
や
エ
ア
ラ
イ
ン
グ
ッ

ズ
な
ど
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informationくらしと情報

9月  3日（木）	 桜川庁舎	 弁護士
9月17日（木）	 江戸崎公民館	 弁護士
10月1日（木）	 桜川庁舎	 弁護士
10月15日（木）	 東分庁舎	 弁護士

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：9月8日（火）／ 9月29日（火）午前10時〜午後4時
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
　詳細につきましては、竜ケ崎保健所保健指導課にお問合せ
ください。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
精神保健福祉士がご相談をお受けしますので、相談をご希望
の方は、社会福祉課に予約してください。
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）
竜ケ崎保健所
家に閉じこもっている、気分がイライラする、眠れないなど困っ
たことはありませんか？専門医や保健師が相談に応じます。
▽日時：10 月 7 日（水）午後 3 時〜／ 10 月 20 日（火）午後
2時〜　▽場所：竜ケ崎保健所　相談室1　※予約制になります。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

9月15日（火）　江戸崎庁舎／ 9月16日（水）　桜川庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝9月7日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各
会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

informationくらしと情報
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情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：QR コードから

Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city

blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談
茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：9月16日（水）　午前10時〜午後3時
▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報配信

メール登録

労務関係無料相談会
市民の皆さまや市内企業の、労使関係トラブルに関する無料相
談を社会保険労務士がお受けします。
▽日時と場所：9月24日（木）／ 10月27日（火）　江戸崎公
民館　午前9時30分〜正午　▽対象：市内企業経営者および
勤務する方の労働トラブルなど　▽要予約（前日午後5時まで
に予約してください）
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線
5604）

相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）
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Emergency 危機管理情報

項　　　目 検　　査　　品　　目
不　検　出 -

基準値内のもの -

基準値を超えたもの -

現在、市では放射線測定器の貸出および食品放射能の
測定を無料で行っています。貸出を希望する場合は、
最寄りの庁舎へ、食品放射能の測定を希望する場合は、
危機管理課（桜川庁舎）へ、電話にて事前予約をしてく
ださい。

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射能測定を行っています

※「一般食品」（飲料水、牛乳、乳児用食品以外）の基準値は100ベクレル毎キログラムです。
※（）内は検査件数です。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取場所などの詳細、ご相談については、稲敷市危機管理課（tel.029-
892-2000　内線4403）にお問い合わせください。

食品放射性物質測定結果（7月1日〜31日）

「ひばりくん防犯メール」は、県民の皆さまが身近な犯罪から身を守るために必要な犯罪の発生・防犯対策情報や子ども・女
性に対する声かけ事案情報、交通事故情報、県警からのお知らせなどを希望者のパソコンや携帯電話にメールで配信するサ
ービスです。
　現在、稲敷市内ではニセ電話詐欺や不審者などが多く発生しています。市民のみなさんの安心・安全のためにもご登録をお
願いします。ご登録の際に、不明な点などありましたら、お気軽に稲敷警察署（☎029-893-0110）までお電話ください。

稲敷警察署からのお知らせ　〜ひばりくん防犯メールにご登録を〜

放射線情報

informationくらしと情報

8月30日（日）	いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
	 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
9月  6日（日）	 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
	 かたやま耳鼻咽喉科（阿見町）tel.029-887-3349
9月13日（日）	古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
9月20日（日）	佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
	 南平台メディカルクリニック（阿見町）tel.029-888-0888
9月21日（月）	江戸崎ひかりクリニック（江戸崎甲）tel.029-834-5777
	 しんクリニック（阿見町）tel.029-875-5686
9月22日（火）	いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
	 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
9月23日（水）	ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
	 さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
9月27日（日）	宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医

市の人口（常住人口）
総人口：43,226人（-67）

　　男：21,436人（-48）

　　女：21,790人（-19）

世帯数：14,873世帯（-3）

※8月1日現在

9月の納税
▽納期限：9月30日（水）
・後期高齢者医療保険料：3期

茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜0時30分／休日昼間の
み＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
専門スタッフが健康・医療の相談にお答えします。
24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

稲敷市みんなのいこいの広場
陶芸クラブ	 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室	 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会	 第2、第4火（午前9時30分〜）、土曜（午後1時～）
太極拳教室	 9月9日（水）　  午後1時30分〜
生花教室	 9月14日（月）　午後1時30分〜
ゆきちゃんの音楽会	 9月18日（金）　午後2時〜
料理教室	 9月23日（水）　午前10時〜
絵手紙同好会	 9月30日（水）　午後1時30分〜
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319

稲敷地域小児救急輪番制

曜日 診 療 時 間 医 療 機 関 名 連 絡 先

月 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

火 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

水 午後6時〜9時 つくばセントラル病院 0 2 9 - 8 7 2 -
1771

木 午後6時〜9時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

金 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

土 午後2時〜5時 牛久愛和総合病院 0 2 9 - 8 7 3 -
3111

日 午前9時〜正午 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

日 正午〜午後3時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

※ 祝日は行いません。当番対応以外の時間帯は小児救急医療
24時間対応のJA とりで総合医療センター（Tel.0297-74-
5551）または土浦協同病院（Tel.029-823-3111）へ電話連
絡のうえ受診してください。

■配信情報
●子ども・女性対象の犯罪、声かけ、不審者情報
• 暴行（暴漢）・公然わいせつ・声かけ・ちかんなど
●ニセ電話詐欺等情報
• ニセ電話詐欺・ニセ電話類似詐欺・悪質商法
●その他の犯罪情報
• 殺人・強盗・放火・恐喝・通り魔事件・ひったくり
• 凶器を使用して県民に危害を及ぼすおそれのある事件
• 連続的に発生し、被害の拡大が予想される事件
●行方不明者等情報
• 行方不明者・身元不明者・身元不明遺体の情報提供依頼
●交通事故情報
• ひき逃げ交通事故（死亡または重傷）
• 交通事故防止への注意喚起など
●県警からのお知らせ
• 各種イベント開催情報
• 交通安全運動や地域安全運動等の情報
• その他のお知らせ
※ 希望する情報を選択することが出来ます。

■よくある質問
Ｑ．「ひばりくん防犯メール」の登録費用はかかりますか？
Ａ．登録は無料です。なお、メールの受信に伴い発生する通
信事業者から請求される通信料等につきましては、ご利用
者の負担となります。
Ｑ．登録用メールアドレスに空メールを送りましたが、返
信がありません。
Ａ．迷惑メール対策の設定によっては、「ひばりくん防犯メ
ール」が受信できない可能性があります。
受信制限されている方は、
@mail1.police.pref.ibaraki.jp
からのメールを受信できるよう設定し、URL 付きメール
を受信する設定に変更してください。

左のQR コードを読み込む

または
add@mail1.police.
pref.ibaraki.jp
へ空メール送信
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1社会を明るくする運動
「罪や非行を防止し、立ち直りを支え
る地域のチカラ」をテーマに「社会を
明るくする運動」の街頭キャンペーン
が7月4日、市内のスーパー入口など
で行われました。キャンペーンには、
保護司会、更生保護女性の会を中心に
約170人が参加。買い物客にリーフレ
ットなどの啓発品を手渡し、運動への

理解を呼びかけました。

2楽器の音色清らかに
市内中学生と江戸崎総合高校の吹奏楽
部による「サマーコンサート2015」が
７月４日あずま生涯学習センターで行
われました。集まった６校の生徒約
150人が一体感のある美しい音色を
響かせました。コンサートは各学校ご

とに、クラシックやポップス、民謡な
ど14曲を演奏。保護者ら約300人が
管楽器の音色に耳を傾けました。各学
校の代表で編成された合同演奏では、
GReeeeN の「オレンジ」を共演し、親
睦を深めました。

3古渡小学校で俳句体験
７月14日に古渡小学校で、地元の桜

2

川独
こ ま

楽俳句会の協力のもと俳句体験が
行われ、小学生は自分で作った自慢の
俳句を披露しました。子どもならでは
の発想で、花火や好きな食べ物といっ
た季節感ある言葉を使った作品を楽し
く考える授業となりました。

4視線キリリッ！消防訓練
市消防団夏季訓練が、７月19日江戸
崎庁舎（江戸崎、新利根分団）と桜川総合
運動公園（桜川、東分団）の２か所で行
われ、市内79の分団員約500名が参
加し、緊急時に備えた消防訓練を行い
ました。
　新たに入団した新入団員73名は、
新しいデザインの消防服が支給され、
規律訓練や消防ホースの取り扱いなど

の基本操作を重点的に行いました。ま
た、班長以上の団員は小隊訓練や消防
ポンプの取り扱い訓練などを行いまし
た。参加した団員たちは、指揮者の号
令に合わせてきびきびとした動作で訓
練に取り組んでいました。

5自慢のカブト力士に熱い視線
８月９日、稲敷市商工会青年部主催の

「カブトムシ相撲大会」があずま生涯
学習センターで開催されました。市内
外の小学生と園児128人が参加。カブ
トムシ同志の角で突き合う攻防に、熱
い視線と声援を送っていました。カブ
トムシは長さ 20 センチの土俵で対
戦。角の投げ技が決まると、周囲の子
どもや保護者らから歓声が上がりまし

た。決勝戦では石田奏
そ

来
ら

さん（龍ケ崎
市）が強豪力士を破って優勝を果たし
ました。石田さんは「カブトムシが大
好き。夏休みのとても良い思い出がで
きました！」と喜んでいました。
　表彰式には、ゴールデンゴールズ選
手らによる抽選会も行われ、親子で夏
休みの一日を満喫していました。

6江戸崎祇園祭
江戸崎に約400年以上続く伝統の祭
り、江戸崎祇園祭が７月24〜26日の
３日間開催されました。25、26日は
山車の巡行が行われ、軽快なお囃子と
ともに８台の山車が町内を練り歩き、
市内は熱気と興奮にあふれていまし
た。

で　き　ご　と
7-8月

稲敷市のさまざまな出来ごとを取り上げます。
●秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2400）

5

6

1
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子育て保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

　　　地区健診のお知らせ

下記日程で健診を行います。予約の必要はありません。

混雑緩和のため地区分けしてありますが、ご都合がつかない場合は別日に受けていただいても結構です。
＊国民健康保険にご加入の40歳以上の方を対象に特定健康診査（身体計測・血液検査・尿検査・心電図・眼底検査）を無料で

行います。「健康保険証」と「特定健診受診券」をご持参ください。
＊19歳～ 39歳を対象に生活習慣病予防健診を行います。「健康保険証」ご持参ください。
＊75歳以上の方を対象に高齢者健康診査を行います。「健康保険証」と「健診受診券」をご持参ください。
＊社会保険にご加入の被扶養者の方でご希望の方は、各医療保険者（協会けんぽ、健保組合、共済組合）にお問合わせください。
（一部負担金あり）

＊大腸がん検診をご希望の方は、容器を郵送しますので希望日の10日前までにご連絡ください。
　（40歳以上対象。料金500円）

稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

　　 あ い ア イ
～子育てに効くチョイ足しレシピ～

『臨床心理士が教える効果的なほめ方』
という内容で、臨床心理士の先生に講
演していただきます。
▽日時：10月２日（金）午前10時45
分～　▽場所：支援センターあいアイ
▽申込み：９月25日（金）までにあい
アイへ　▽定員：20組程度

～図書館散策をしよう〜
市の図書館に行ったことはあります
か？初めてさんも常連さんもみんなで
遊びに行きましょう！充実の絵本コー
ナーでお気に入りの１冊を見つけてみ
ませんか。プチ映画鑑賞もあります。
▽日時：９月17日（木）午前10時30
分　▽場所：市立図書館（東）現地集合

　　 つばさ・ひまわり
～みんなで楽しくおやつ作り～
みんなでワイワイ作って食べるおやつ
はとってもおいしいですよ！！みなさ
んのご参加、お待ちしてます。
▽日時：９月17日（木）午前10時15
分～　▽場所：子育て支援センターこ
うだ　▽申込：前日までに幸田保育園
へ

　　 こ う だ

（その他の行事は、ホームページや通信に掲載しています）
各支援センターとも予約の必要な行事のみ掲載

（あいアイのみ予約不要も掲載）
【あいアイ】
14日（月）	 午後１時開館（清掃のため午前休館）
★よちよちルーム★　1日（火）
★ぴょんぴょんルーム★　8日（火）、15日（火）
★身体測定★　29日（火）
★ベビーマッサージ★　3日（木）、10日（木）、24日（木）
★産後骨盤調整ヨガ　（先着10組）17日（木）

【つばさ】
２日（水）	 手芸講座
４日（金）	 お誕生会＆冷たいおやつ作り
８日（火）	 敬老カード作り
11日（金）	 給食体験＆子育てトーク
16日（水）	 norinori ☆英語であそぼ♪
24日（木）	 ポカポカひろば♪（予約７組まで）
25日（金）	 おさがりリサイクル広場
30日（水）	 健康講座

【ひまわり】
２日（水）	 敬老カード作り
11日（金）	 給食体験＆栄養講座
15日（火）	 お誕生会＆スクラップブックを作ろうシリーズ⑥
24日（木）	 エアロビ＆ヨガでリフレッシュ！
30日（水）	 健康講座

【こうだ】
４日（金）	 交通安全教室
10日（木）	 メッセージカード作り
29日（火）	 手作りおもちゃで遊ぼう！

つばさ・ひまわり
つばさ・ひまわり合
同の七夕コンサート
☆ほんわか劇場たの
しかったね♪

あいアイ
水あそび♪冷たくて
気持ちいいね♪

こうだ
東おはなし会さんの
手遊びや絵本、パネ
ルシアターとっても
おもしろかったね♪

♡ あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡　～ 9月分～
☆ 開設時間：午前10時～午後3時（変更の場合あり）
　　　　　　あいアイ東のみ：（正午～午後１時休み）

【あずま生涯学習センター】
11日（金）、17日（木）、25日（金）、30日（水）

【桜川保健センター】
４日（金）、９日（水）、16日（水）、18日（金）、28日（月）

期日
会場

受付　午前 10 時～ 11 時 受付　午後２時～３時
９月９日（水） 町田集落センター 西代集落センター

９月 10 日（木） 東保健センター
９月 28 日（月） ふれあいセンター
９月 29 日（火） 浮島中央集落センター 桜川運動公園体育館
９月 30 日（水） 桜川保健センター
10 月１日（木） 江戸崎運動公園体育館
10 月２日（金） シルバー人材センター 鳩崎コミュニティセンター

11 月４日（水）
江戸崎保健センター

門前第１・江戸崎田宿 村田・沼田第１・沼田第２

11 月５日（木）
江戸崎保健センター

犬塚本郷・荒野・浜新宿 門前第２・花指・天王・戸張

11月６日（金）
江戸崎保健センター

本宿荒宿・西町・新山 大宿・根宿切通・小角・稲波
11月 10 日（火） 沼里コミュニティセンター
12月 18 日（金） 江戸崎保健センター

あそびの広場日程　〜9月分〜
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江戸崎図書室休室
毎週月曜日、22 日（火）〜 23 日

（水）、29 日（火）
新利根・桜川図書室休室
毎週月曜日、22日（火）〜 23日（木）

■開館（室）時間：午前 9 時〜午後
５時、※ 図書館は水曜日のみ午前
11 時〜午後 7 時

	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
			   1	 2	 3	 4	 5	
	 6	 7	 8	 9	 10	 11	 12	
	 13	 14	 15	 16	 17	 18	 19	
	 20	 21	 22	 23	 24	 25	 26	
	 27	 28	 29	 30	

今月の展示
「秋の夜長に～時代小説」
今、時代小説ファンだけではなく、幅
広い年代に読みやすい作品が多数あり
ます。今回、色々な時代小説を集めて
みました。普段手に取らない方もこの
機会にどうぞご利用ください。

クールシェア
まだまだ暑い日が続きます。図書館は

「いばらきクールシェア」協力施設で
す。
　読書だけでなく、館内で DVD の視
聴もできます。学習室は中学生以上の
方であればどなたでもご利用いただけ

ます。
　地域の避暑スポットとしてお役立て
ください。
映画会
▽上映時刻：午後２時から　▽申込方
法：当日カウンターで　▽定員：各
70 名
■さよなら、アルマ～赤紙をもらった
犬（邦画 93 分）
▽上映日：９月５日（土）６日（日）
■めいたんていラスカル／きえたおは
なのなぞ（アニメ 30 分）
▽上映日：９月 12 日（土）13 日（日）　
■蝉しぐれ（邦画 131 分）
▽上映日：９月 19 日（土）20 日（日）
■アニメおしりかじり虫　ダーティ、
かじり虫ブラック！？（アニメ 49 分）
▽上映日：９月 26 日（土）27 日（日）
おはなし会
ボランティアの方が、大型絵本やエプ
ロンシアターなど楽しいお話をしてく
れます。
おはなしの木：９月 12 日（土）午後

１時～　大型絵本「おこる」「とべバッ
タ」大型紙芝居「おうさまさぶちゃん」
ほか
図書館おはなし会
日 時： ９ 月 27 日（ 日 ） 午 前 10 時
30 分～
大型絵本「こわーいはなし」「でんしゃ
にのって」「ひつじパン」ほか
新着 DVD
ベイマックス、スマイルプリキュア！
～絵本の中はみんなチグハグ！、ドラ
ゴンボールＺ～神と神スペシャル・エ
ディション、マーガレット・サッチャー
～鉄の女の涙、アーティスト、米（こめ）、
ＤＶＤカラオケ全集１～５、英国王の
スピーチ、手紙、ちびまる子ちゃん
～移動図書館がやってきたの巻、ほか

新着図書（図書館）
「なりたい」畠中
恵（新潮社）、「た
すけて、おとうさ
ん」大岡玲（平凡
社）、「村上さんの
ところ」村上春樹
答 え る ひ と（ 新
潮社）、「炎の塔」
五十嵐貴久（祥伝
社）、「悲素」帚木
蓬生（新潮社）

市立図書館

図書カレンダー 9 月

市立図書館休館日＝■

「水中ウォーキングプログラム」
参加者募集
運動不足だなと思っている方、もっと
体を動かしたいなと思っている方、陸
上よりも負荷が軽減される水中でのト
レーニングを始めてみませんか？
　まずは、誰でも簡単にできる水中ウ
ォーキングからやってみましょう！講
師の方が基本から丁寧に教えてくれま
す。是非ご参加ください。
▽日時：10月７日（水）、21日（水）、
11月４日（水）、18日（水）、12月２
日（水）　全５回　午前９時30分～午
前10時30分　▽会場：たっぷスイミ
ングとりでスクール屋内プール　▽送
迎：新利根庁舎　午前８時20分発（送

迎バス）　▽対象：稲敷市在住・在勤の
方　▽定員：先着20名（電話で申込
み）　▽参加費：各回1,000円　▽持
ち物：水着、キャップ、タオル等
●生涯学習課社会体育係
　tel.029-892-2000

さわやかハイキング参加者募集
自然の中を楽しくハイキングして、家
族やお友達と、さつまいも掘り体験を
してみませんか？おみやげは、おにぎ
りと各自で収穫したさつまいもです！
▽日時：10月17日（土）午前８時30
分集合　雨天時24日（土）　態度決定
午前７時30分　▽集合：江戸崎体育
館前　▽対象：市民で健康な方（小学

３年生以下は保護者同伴、ベビーカー
では参加できません）　▽コース：往
復約７km　江戸崎体育館（９時出発）
～羽賀台（さつまいも掘り）～江戸崎
体育館（12時到着）　▽参加費：無料
▽定員：250人（先着順）　▽申込方
法：10月２日（金）までに江戸崎体育
館へ電話（月曜日を除く午前９時～午
後５時）
※ 注意事項
○歩きやすい運動靴、軽装で参加して
ください。
○交通安全について家庭で話しあって
おいてください。
○さつまいも掘りに必要なものは各自
で準備してください。（ビニール袋は
事務局で用意）
○飲み物は、各自で持参してください。
●江戸崎体育館
　tel.029-892-8661

東地区ソフトバリボー大会
（主催：東地区体育推進委員会）
7月5日、東農業者トレーニングセン
ターにおいて、東地区ソフトバリボー
大会が開催されました。
　中学生から大人まで、家族や職場、
友達同士でチームをつくって参加して
くれました。
予選から試合は白熱していましたが、
真剣勝負の後にはなごやかな交流がで
きました。
　来年はぜひ、みなさんもチームをつ

くって参加してください。
▽ 優 勝：Second V　 ▽ 2 位：TEN　
▽3位：アンタレスA

第28回稲敷市江戸崎少年野球大会
７月25日に市内の野球場で稲敷市江
戸崎少年野球大会が開催され、市内外
の20チームが参加しました。惜しく
も優勝は逃してしまいましたが、あず
まブルーアローズが準優勝に入りまし
た。

秋のスポーツ
　参加者募集

市内スポーツ大会結果
　７月に行われた大会の様子

生涯学習図書だより
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名
刹
の
ほ
と
り
に
住
み
て
青あ
お
ば
ず
く

葉
木
莵　

	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

尼
寺
の
道
ほ
そ
け
り
濃
紫
陽
花	

宮
本
公
夫（
月
出
里
）

万
緑
や
道
は
七
折
り
峠
越
え	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

雷
雲
の
鋼は
が
ねの
ご
と
く
立
ち
上
る	

篠
田
邑
草（
新
山
）

古
事
よ
り
の
産う
ぶ

土す
な

薙な

ぎ
や
草
い
き
れ	

酒
井
涼
花（
小
羽
賀
）

梅
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の
蝶
杖
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歩
み
の
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と
先
に	

矢
口
由
里
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町
）
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陽
を
一
呑
に
し
て
梅
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あ
れ
る	

代
静（
犬
塚
）

梅
雨
闇
の
仁
王
の
睨
み
千
社
札	

石
井
忠（
橋
向
）

梅
雨
茸
や
今
日
も
ま
た
雨
降
り
し
き
る	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

伸
び
伸
び
と
手
足
伸
ば
し
て
夏
座
敷	

宮
本
芳
子（
切
通
）

青
鷺
の
横
切
る
水
郷
穀
倉
地	

岡
村
敏
子（
新
山
）

ハ
ン
カ
チ
を
に
ぎ
り
し
め
け
り
歯
科
の
椅
子	

福
本
き
み
え（
新
山
）

梅
雨
雲
の
消
へ
た
る
空
の
大
き
さ
よ	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

行
々
子
江
戸
崎
八
景
浜
の
河
岸	

山
田
と
み
代（
月
出
里
）

留
守
番
の
長
き
一
日
や
夕
端
居	

小
貫
和
子（
浮
島
）

白
蓮
の
雨
に
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は
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白
さ
か
な	

富
元
禮
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古
渡
）
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辺
送
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二
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な
る
酷
暑
か
な	
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崎
幸
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島
）
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本
の
山
百
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手
に
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子	
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本
き
よ
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下
馬
渡
）

太
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た
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西
瓜
カ
ラ
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食
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悔
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本
ナ
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寺
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の
花
の
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競
ひ
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り	

大
久
保
晴
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古
渡
）

橋
脚
を
軽
く
叩
き
て
梅
雨
流
れ	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

ふ
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さ
と
の
茗
荷
畑
を
か
き
分
け
る	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

雨あ
ま
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し

が
は
げ
し
く
な
り
て
山
鳩
の
啼
く
声
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絶
え
夜
が
更
け
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く	
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志（
高
田
）

雛
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へ
と
餌
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ぶ
つ
ば
く
ら
の
つ
ば
さ
重
か
ろ
雨
強
き
中	

財
部
睦
美（
光
葉
）

車
椅
子
バ
ス
よ
り
降
ろ
し
軽
軽
と
嫗
お
う
な

負
ひ
ゆ
く
乙
女
の
笑
顔	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

梅
雨
晴
れ
て
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
ゴ
ー
エ
ン
に
友
よ
元
気
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う	
松
本
静
子（
西
町
）

ベ
ラ
ン
ダ
で
育
て
る
朝
顔
咲
き
は
じ
め
青
空
の
下
ピ
ン
ク
に
赤
に	
山
本
彰
治（
高
田
）

ペ
リ
リ
ュ
ー
島
陛
下
の
訪
問
待
ち
し
か
に
語
り
部
た
り
し
生
還
兵
果
つ	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

七
十
年
は
る
か
に
思
う
征
く
兄
の
親
を
大
事
に
と
言
の
葉
忘
れ
ず	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

久
方
の
め
ぐ
み
の
雨
の
到
来
に
人
も
草
木
も
す
べ
て
う
る
お
う	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

父
を
見
て「
兵
隊
さ
ん
」と
言
っ
て
い
た
三
歳
夏
の
記
憶
に
淀
む	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

軍
事
郵
便
こ
れ
の
み
兄
の
形
見
な
り
文
字
な
ぞ
り
つ
つ
今
に
く
や
し
き	

川
村
と
み（
堀
川
）

還か
え

ら
ざ
る
吾あ

子こ

と
知
り
つ
つ
待
ち
わ
び
て
逝
き
に
し
母
の
心
愛か
な

し
も	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

一
滴
の
大
河
を
め
ざ
す
志
こ
こ
ろ
ざ
し

戦
争
ノ
ー
と
う
ね
り
も
高
く	

岡
野
千
恵
子（
伊
佐
津
）

ホ
ー
ム
に
移
り
姉
の
留
守
な
る
家
の
軒
今
年
も
つ
ば
め
が
訪
ね
て
来
た
り	

板
橋
道
子（
福
田
）

田
の
蛙
戸
板
に
豆
を
転
が
せ
ば
巨
人
の
い
び
き
か
牛
蛙
啼
く	

柴
崎
文
子（
町
田
）

窓
越
し
に
新
緑
ま
ぶ
し
き
日
も
す
が
ら
古
文
書
解
読
先
を
急
が
ず	

坂
本
弥
太
郎（
幸
田
）

利
根
の
土
手
吹
く
そ
よ
風
に
ね
こ
じ
ゃ
ら
し
お
い
で
お
い
で
と
我
を
呼
ん
で
る	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

交
ご
も
に
う
た
か
た
の
如
く
う
か
び
き
て
米
寿
の
夕
べ
来
し
方
思
う	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

紫
紺
な
る
筑
波
の
峰
に
ふ
ん
わ
り
と
雲
と
ど
ま
り
ぬ
梅
雨
晴
れ
の
朝	

根
本
邦
子（
押
砂
）

敗
戦
を
終
戦
と
称
し
て
ご
ま
か
す
や
十
五
歳
な
り
し
夏
の
思
い
出	

小
泉
實（
福
田
）

心
う
つ
和
歌
生
れ
来
よ
と
希
い
つ
つ
回
る
紫
陽
花
の
園
の
華
や
ぎ	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

た
だ
虚
し
突
如
奪
わ
る
る
師
が
命
こ
こ
三
か
月
短う

た歌
の
作
れ
ず	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

ふ
る
さ
と
探
訪
第
一
〇
一
号
「
小
野
川
の
源
流

を
訪
ね
て
」
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
小
野
川

は
古
く
か
ら
交
通
の
要
所
と
し
て
栄
え
て
き
ま

し
た
。
平
安
時
代
の
八
三
〇
年
に
淳
和
天
皇
の

第
三
皇
女
貞
子
が
目
の
病
平
癒
祈
願
の
た
め
、

小
野
・
逢
善
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
連
れ

て
い
た
猿
が
舟
か
ら
飛
び
込
ん
で
死
ん
だ
こ
と

か
ら
「
猿
河
岸
」
と
呼
ば
れ
る
河
岸
や
「
伊
佐

津
河
岸
」
な
ど
他
に
も
小
野
川
に
は
多
く
の
河

岸
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
徳
川
幕
府
が
江
戸
に
開
か
れ
る
と

諸
大
名
が
江
戸
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に

つ
れ
て
人
々
も
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
す
る
と
、

食
料
や
燃
料
の
薪
な
ど
が
大
量
に
必
要
と
な
り
、

徳
川
幕
府
は
関
東
各
地
か
ら
物
資
を
調
達
す
る

た
め
利
根
川
水
系
の
治
水
と
共
に
水
運
も
整
備

し
ま
し
た
。
小
野
川
周
辺
に
は
「
御
林
」
と
呼

ば
れ
る
幕
府
直
轄
御
用
林
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
生
産
さ
れ
た
材
木
や
薪
が
、
現
在
の

島
田
付
近
の
「
御
用
河
岸
」
か
ら
下
流
の
「
伊

佐
津
河
岸
」
ま
で
小
舟
で
運
び
、
高
瀬
舟
に
積

み
替
え
ら
れ
、
霞
ヶ
浦
・
利
根
川
・
江
戸
川
を

経
て
日
本
橋
へ
と
、
お
よ
そ
十
日
間
か
け
て
運

ば
れ
ま
し
た
。
伊
佐
津
河
岸
か
ら
は
米
・
材
木
・

薪
炭
等
が
、
江
戸
か
ら
は
塩
・
古
着
・
小
間
物

類
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
伊
佐
津

河
岸
は
江
戸
時
代
よ
り
昭
和
初
期
ま
で
、
高
瀬

舟
や
蒸
気
船
の
行
き
交
う
河
岸
と
し
て
栄
え
ま

し
た
。
そ
の
当
時
の
こ
と
が
伊
佐
津
・
円
福
寺

や
小
野
・
逢
善
寺
に
残
っ
て
い
る
資
料
か
ら
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

伊
佐
津
・
円
福
寺
に
は
大
般
若
経
（
写
真
①

②
）
の
寄
進
者
に
「
江
戸
八
町
堀
・
常
州
屋
保

治
、
江
戸
八
町
堀
・
冨
倉
屋
林
吉　

妻
モ
ト
女
、

江
戸
・
桶
屋
政
七
、
村
川
岸
・
問
屋
文
蔵
」
の

名
が
読
み
取
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
堂
外
階
段

横
の
石
仏
（
写
真
③
）
の
寄
進
者
と
し
て
、「
東

京
日
本
橋
通
蛎
殻
町
二
ノ
十
五
・
江
原
喜
代
、

荏
原
郡
下
蛇
窪
・
高
山
ち
ゑ　

仝　

高
山
寅
吉　

大
正
十
年
酉
十
一
月
十
七
日
」
の
名
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

小
野
・
逢
善
寺
本
堂
に
入
っ
て
右
手
、
閻
魔

大
王
の
足
元
に
二
体
の
石
仏
が
あ
り
ま
す
。
右

側
の
伝
教
大
師
の
石
仏
（
写
真
④
）
に
は
「
高

山
半
次
郎
・
荏
原
郡
平
塚
村
下
蛇
窪
二
二
六
番

地
、
宮
崎
岩
吉
・
赤
坂
区
青
山
北
町
五
丁
目

四
十
六
番
地
、
石
井
つ
る
・
東
京
京
橋
区
月
島

通
り
、
発
起
人　

飯
田
仙
太
郎
」。
左
側
の
弘

法
大
師
の
石
仏
（
写
真
⑤
）
に
は
「
京
ば
し
月

島
通
り
・
石
井
つ
る
、
京
ば
し
月
島
東
仲
通
り

九
ノ
二　

間
瀬
孝
一
郎
、
神
田
・
挽
澳　

澳
き

く　

青
木
日
太
郎　

発
キ
人　

浅
草
・
飯
田
仙

太
郎
」
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
水
運
に
よ
り
江
戸
・

東
京
と
深
い
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
ま
す
。

※
約
10
年
に
わ
た
っ
て
連
載
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
月
号
で
休
止
致
し
ま
す
。
長
い
間
ご
愛

読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

連
載
分
は
一
冊
に
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３

２
１
１

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
１
０
８
号

水
運
に
よ
る
江
戸
・
東
京
と
の
繋
が
り

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
池
田
恵
子

円
福
寺
・
逢
善
寺
に
残
る
資
料
よ
り

⑤ 弘法大師（逢善寺）

③ 弘法大師（円福寺）

④ 伝教大師（逢善寺）

② 大般若経

① 大般若経



ご意見を！　市民のみな
さんのご意見、ご提案を
今後の編集に反映してい
きたいと思います。秘書
広聴課まで。
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編集後記　▽桜川の盆踊り大会の取材で驚くべきものを見てしまいました。やぐらの上であんば
囃子を踊っている男性が、めちゃくちゃうまいじゃありませんか！！あんなうまいあんば囃子は
見たことがありません。さすが阿波の人は違いますね。あの踊りを見に行くために参加する価値
があると断言します。（G4出）　▽甘酒は飲む点滴といわれているのをご存知ですか？実は疲労
回復や美につながる効果がいっぱいな飲み物なのです。（冷やし甘酒で猛暑を乗り切ったH 人）

稲敷いなのすけ

地域おこし協力隊の4人が、毎月交
代で思い思いの記
事を書きます。
今月の担当は、

尾
お ば な

花 孝
こ う じ

治です。

地域おこし協力隊とは
都市から移住した人材が、地域力の維持・強化を図ることを
目的として、「地域おこし協力隊」として活動するものです。
市では、移住活動の支援や定住の促進を図っていくための活
動と、マスコットキャラクターを活用した地域活性化活動の
2つの活動をします。

広報稲敷をご覧のみなさま、こん
にちは。尾花孝治です。

　出身は埼玉県川口市。稲敷に住むこ
とになって約３か月。人見知りで緊張
しやすいほうですが、少しずつ地域の
方々と打ち解けていき、なじんできた
ところです。
　今年はとにかく稲敷の今ある資源を
活用して楽しいと思うことをやってみ
ようをコンセプトに活動しています。
それを通して皆さまとともに楽しいこ
とを共有していきたいです。
　現在、農家の方からいただいた大豆
を使って自家製納豆を作ったり、自宅
の庭で家庭菜園、そして８月から市民
農園を協力隊で借りることになりまし
た。これからどんな野菜ができるか楽

しみです。すべてが初めての体験でワ
クワクしながら日々を過ごしています。
また、体を動かすことが好きなので田
んぼの周りを走ったり、江戸崎体育館
で筋トレをしています。ほかにもここ
では書ききれないくらい稲敷を楽しん
でいます。

ー　私の日常　ー
自家製で納豆つくり
しつこくないネバネバと大豆の風味が
最高です。枝豆で納豆を作ったことも
あります。枝豆は、枝豆で食べたほう
がおいしいということが分かりました。

家庭菜園
自宅の庭を開墾してキュウリやオクラ
を植えました。初めてのことで育て方
が分からないながらも、植物が成長す
る姿を見るのが毎日の楽しみです。

早朝や夜に稲活
普段、江戸崎の稲波干拓を走っていま
す。一緒に走る友だちも出来て、楽し
んでいます。膝が壊れないか心配です。
※ 稲活とは、朝活と夜活を稲敷でやる
ことです。


